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はじめに
このたびは、形ZNをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
このマニュアルでは、形ZNをシステムで使用するときに必要な構成品、設定手順などの
情報のみを記載しています。
各製品の機能、性能、使用方法などは、各製品に同梱している取扱説明書をご覧ください。
形ZNのご使用に際して、下記のことを守ってください。

・形ZNは電気の知識を有する専門家が扱ってください。
・製品を安全に利用していただくため、必ず各製品に同梱している取扱説明書と
 このマニュアルをお読みになり、十分に理解のうえ、正しく使いください。
・このマニュアルと各製品に同梱している取扱説明書はいつでも参照できるように
 大切に保管してください。
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はじめに
ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
オ ムロ ン商品ご購入のお客さ まへ

当社制御機器商品を ご注文いただく 際、 見積書、 契約書、 仕様書な どに特記事項のない場合

には、 次の保証内容、 責任の制限、 適合用途の条件な どを適用いたし ま す。

下記内容を ご確認いただき 、 ご承諾の う えご注文およびご使用く ださ い。

1.保証内容

①保証期間

本製品の保証期間は、 ご購入後またはご指定の場所に納入後 １ 年と いたし ま す。

②保証範囲

上記保証期間中に当社側の責により 本製品に故障を生じた場合は、代替品の提供または故

障品の修理対応を、 製品の購入場所において無償で実施いたし ま す。

ただし 、 故障の原因が次に該当する場合は、 こ の保証の対象範囲から除外いたし ま す。

a) カ タ ロ グまたは取扱説明書な どに記載さ れて いる以外の条件･環境･取扱いなら びに

ご使用による場合

b)本製品以外の原因の場合

c)当社以外による改造または修理による場合

d)本製品本来の使い方以外の使用による場合

e)当社出荷当時の科学 ・ 技術の水準では予見でき なかっ た場合

f)その他、 天災、 災害な ど当社側の責ではない原因に よる場合

なお、 こ こ での保証は、 本製品単体の保証を 意味するも ので、 本製品の故障に より 誘

発さ れる損害は保証の対象から除かれるも のと し ま す。

2.責任の制限

①本製品に起因し て生じた特別損害、 間接損害、 または消極損害に関し ては、 当社はいかな

る場合も 責任を負いません。

②プロ グラミ ング可能な本製品については当社以外の者が行っ たプロ グラ ム、またはそれに

より 生じた結果について当社は責任を負いません。

ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
ZN
シ ステ ムマニュ アル
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はじめに
ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項
3.適合用途の条件

①安全を 確保する目的で直接的または間接的に人体を 検出する用途に、本製品を 使用し ないで

く ださ い。 同用途には、 当社セ ンサカ タ ロ グに掲載し て いる安全セ ンサを ご使用く ださ い。

②本製品を他の商品と 組み合わせて使用さ れる場合、 お客様が適合すべき 規格・ 法規または

規制を ご確認く ださ い。 また、 お客様が使用さ れるシ ステ ム、 機械、 装置への本製品の適

合性は、 お客様自身で ご確認く ださ い。 こ れらを実施さ れない場合は、 当社は本製品の適

合性について責任を負いません。

③下記用途に使用さ れる場合、当社営業担当者ま で ご相談の う え仕様書な どにより ご確認い

ただく と と も に、 定格・ 性能に対し 余裕を持っ た使い方や、 万一故障があっ ても 危険を最

小にする安全回路な どの安全対策を講じてく ださ い。

a)屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカ タ ロ グ・ 取

扱説明書な どに記載のない条件や環境での使用

b)原子力制御設備、 焼却設備、 鉄道 ・ 航空 ・ 車両設備、 医用機械、 娯楽機械、 安全装

置、 および行政機関や個別業界の規制に従 う設備             

c)人命や財産に危険が及び う るシ ステ ム・ 機械 ・ 装置

d) ガス、 水道、 電気の供給シ ステ ムや24時間連続運転シ ステ ムな ど高い信頼性が必要

な設備

e)その他、 上記 ａ )～ ｄ )に準ずる、 高度な安全性が必要と さ れる用途

④お客様が本製品を人命や財産に重大な危険を及ぼすよ う な用途に使用さ れる場合には、シ

ステ ム全体と し て危険を知らせた り 、冗長設計に より 必要な安全性を確保でき るよ う設計

さ れて いるこ と 、 および本製品が全体の中で意図し た用途に対し て適切に配電・ 設置さ れ

て いるこ と を必ず事前に確認し てく ださ い。

⑤カ タ ロ グな どに記載さ れて いるアプ リ ケーショ ン事例は参考用で すので、ご採用に際し て

は機器 ・ 装置の機能や安全性を ご確認の う え、 ご使用く ださ い。

⑥本製品が正し く 使用さ れずお客様または第三者に不測の損害が生じ るこ と がな いよ う使

用上の禁止事項および注意事項を すべて ご理解の う え守っ てく ださ い。

4.仕様の変更

カ タ ロ グ・取扱説明書な どに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事由によ

り 、 必要に応じて、 変更する場合があり ま す。 当社営業担当者ま で ご相談の う え本製品の実

際の仕様を ご確認く ださ い。

5.サー ビスの範囲

本製品の価格には、 技術者派遣な どのサー ビス費用は含ま れて おり ません。

お客様のご要望がございま し たら、 当社営業担当者ま で ご相談く ださ い。

6.価格

カ タ ロ グに記載の標準価格はあく ま で参考で あり 、確定さ れた ユーザ購入価格を表示し たも

のではあり ません。 また消費税は含ま れて おり ません。

7.適用範囲

以上の内容は、 日本国内での取引および使用を前提と し て おり ま す。

日本国外での取引および使用に関し ては、 当社営業担当者ま で ご相談く ださ い。
iii
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はじめに
安全上の要点
以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と で すので必ず守っ てく ださ い。

■ 電源、 配線について
・ 複数のエアク リ ーンユニッ ト を接続し てシ ステ ムを構築する際には、

市販のLANケーブル （スト レ ート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を使用し てく ださ い。

・ エアパーティ ク ルセ ンサ （形ZN-PDA12） やインタ ーフ ェ ースユニッ ト （形ZN-SF12）

な どエアク リ ー ンユニッ ト と 接続可能な機種は、 本体から出て いるケー ブ ルを 直接

接続し てく ださ い。

・ 上記のケーブル長を延長し た い場合は、 市販のLANコ ネク タ （メ ス-メ ス、 スト レー

ト タ イプ） と LANケーブ ル（スト レ ート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を ご使用く ださ い。

・ ケーブルの全長は最大で100mと し てく ださ い。

その他の安全上の要点・ 使用上の注意は、各機器の取扱説明書をご覧いただき、

必ず守っ てく ださ い。

安全上の要点
ZN
シ ステ ムマニュ アル
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こ のマニュ アルの読み方
こ のマニュ アルの読み方

ページフ ォーマッ ト について

●各章タ イト ル

●大見出し

●中見出し

●インデッ ク ス ラベ ル

●機能の概要やポ イント

●操作手順と 補足説明

ページの内容を示し て いま す

章番号と 内容を示し て いま す

操作のながれや設定方法を示し

て いま す

操作手順や操作後の表示状態を説明し て いま す

操作の途中で知っ て おく と 便利なこ と や参照ページ

な どにはマーク を つけて紹介し て いま す

※こ のページは存在し ません

●中見出しの概要
v
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こ のマニュ アルの読み方
表記上の注意

■ メ ニュ ー
表示部に表示さ れる項目は[ 　]で囲んで表記し て いま す。

■ 操作手順
操作手順は、 番号を つけてその順番を示し て いま す。

■ マーク の意味

操作する上で守っ て いただき た いこ と や、 使い方のア ドバ イスな ど、 その性能について特に大切な

ポ イント がま と めら れて いま す。

関連内容を記載し て いるページ番号を示し て いま す。

困っ たと き に参考にな るこ と を示し て いま す。
ZN
シ ステ ムマニュ アル
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導入にあたっ て
ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は 2

シ ステ ムの特長 2
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第 1 章
ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は
ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は

シ ステ ムの特長

OPE1

OPE2

OPE3

■ ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム （形ZN-SFWシ リ ーズ）
品質改善には、 複数点のパーティ ク ル量を 常時監視する

こ と が重要で す。 インタ ーフ ェ ースユニッ ト を 接続すれ

ば、 最大10ヶ所のエアパーティ ク ルセ ンサの測定データ

をパソ コ ンに一括ロギングでき ま す。

静電気セ ンサ （形ZJ-SD） も 接続でき るので、 静電気量

と パーティ ク ル量の関係も 把握でき ま す。

O
P

E
1

O
P

E
2

O
P

E
3

ZN-SF12

ク リ ー ン ブース ・ ベンチ内のパーティ ク ル量を 常時セ ンシ ン グし 、

エアク リ ーンユニッ ト の風量を コ ント ロー ル。

いつも 一定のク リ ーン環境を、 簡単に実現でき るシ ステ ムで す。

新発想の イオナイザユニッ ト と 組み合わせて、 除塵＆除電環境を提

供し ま す。
ZN
シ ステ ムマニュ アル
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第 1 章
ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は
■ エアク リ ーンユニッ ト  (形ZN-Aシ リ ーズ）
独自のツ イン ブロ ア構造 （形ZN-A2502） で、 薄型化と 大風量

を同時に実現。

1ラ ンク 上の能力で、 ダウンサイジングが可能で す。

HEPA フ ィ ルタ の目詰ま り を知らせる機能を搭載。 表示灯を本

体の2つのコ ー ナーに配置するこ と で視認性も 高めて いま す。

■ エアパーティ ク ルセ ンサ (形ZN-PDシ リ ーズ）
吸気に高性能フ ァンを採用し 、 常時測定が可能で す。

セ ンシ ン グ部は、 半導体レ ーザと 高感度光学設計に よ り 、

0.3μm/0.5μm/1.0μmの微粒子測定を実現し ま し た。

業界最薄 ・ 大風量

■ イオナイザユニッ ト  (形ZN-Jシ リ ーズ）
エアク リ ーンユニッ ト にダイレ ク ト 取付け。

開口構造で、エアク リ ーンユニッ ト からの層流エアの妨げがあ

り ません。

面倒な配線も 不要。 設置工数を大幅に削減でき ま す。

業界初 ・ ワンタ ッ チで除塵＆除電

業界最小 ・ 常時測定

主な アプ リ ケーショ ン

電子部品製造工程 保管または試験環境 セ ル生産工程
3
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ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は
ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムででき るこ と

■ フ ィ ー ドバッ ク による風量の自動調整
エアパーテ ィ ク ルセ ンサで計測し て いるパーテ ィ ク ル量を も と に、 エアク リ ー ン ユ

ニッ ト の風量を 自動制御でき ま す。 急速送気から省エネの微風運転ま で、 パーティ ク

ル量に応じた最適な風量でブース内のク リ ーン度を維持し ま す。

 設定方法について　 p.18

■ パーティ ク ル量のモニタ リ ング ／ロギング
ク リ ーンブース内のク リ ーン度を、 単位体積あた り のパーティ ク ル量で確認 ・ 把握で

き ま す。 パーティ ク ル量は、 セ ンサヘッ ド やアンプ ユニッ ト で確認でき ま す。

インタ ーフ ェ ースユニッ ト と 専用 モニタ リ ングソ フ ト （リ アルタ イ ム・ ク リ ー ン エア

モニタ ） で、 簡単に計測値を パソ コ ンにロギングでき ま す。 パーティ ク ル量の時系列

的な変化を観測するこ と に よっ て、品質改善のデータ と し て活用するこ と ができ ま す。

 設定方法について　 p.25

O
P

E
1

O
P

E
2

O
P

E
3
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ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は
■ 多点計測で品質改善
エアク リ ーンユニッ ト と エアパーティ ク ルセ ンサはそ れぞれ連結でき るので、 工程に

複数設置さ れて いるク リ ー ン ブースを ト ータ ルでセ ンシ ン グ＆コ ント ロー ルでき ま

す。 どの工程でク リ ーン度が不足し て いるかを品質と 関連づけて常時管理でき ま す。

 設定方法について　 p.31

ZN-SF12

最大9台連結

最大10台連結
5
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ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムと は
■ 除塵＆除電を同時に実現
業界初の エアク リ ー ン ユニッ ト に後付けでき る イオナイザユニッ ト 形ZN-Jシ リ ーズ

が、 除塵 ＋除電の新し いク リ ーン環境を提供し ま す。

パーティ ク ルと 静電気を同時に除去

放電はバリ アブ ルDC方式を採用。 広い空間を除電し ま す。

2本の イオンバラ ンスセ ンサが、 イオンバラ ンスを常にフ ィ ー ドバッ ク し て、 均一な除

電性能を維持し ま す。

 ワーク の帯電量を同時にモニタ リ ング

ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムには、 静電気セ ンサ形ZJ-SDを 接続でき ま す。 ワーク の

帯電量を 正確に把握し 、 イオナイザユニッ ト な どを 用いて適切な除電を 行 うこ と で、

パーティ ク ルが付着し やすい状況を解消し ま す。

また、 形ZJ-SDのデータ は、 インタ ーフ ェ ースユニッ ト を 介し てパソ コ ンに取込むこ

と ができ るため、 パーティ ク ル量と 帯電量を 同時に取得 ・ 収集し て、 品質改善の基礎

データ と し て活用するこ と も でき ま す。

イオンバラ ンスセ ンサ

ZN-SF12
ZN
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シ ステ ムの構成例

ダイレ ク ト ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ム

■ データ ロギング

ZN-SF11

設定の詳細については、p.25を参照し てく ださ い。
7
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第 1 章
シ ステ ムの構成例
■ フ ィ ー ドバッ ク

設定の詳細については、p.18を参照し てく ださ い。

ケーブ ルを 延長する場合は、 市販のLANコ ネク

タ （メ ス-メ ス、 スト レ ート タ イプ） と LANケー

ブル （スト レ ート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を

使用し てく ださ い。
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第 1 章
シ ステ ムの構成例
■ フ ィ ー ドバッ ク と データ ロギング

ZN-SF11

設定の詳細については、 p.18、 p.25を

参照し てく ださ い。

ケーブルを延長する場合は、市販のLANコ ネク

タ （メ ス-メ ス、スト レート タ イプ） と LANケー

ブル（スト レ ート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を

使用し てく ださ い。
9
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シ ステ ムの構成例
■ 除電と 除塵
異機種 （静電気セ ンサ） 接続例

ZER
O

  EN
A

B
LE

(k
V

)
O

P
E

1

O
P

E
2

O
P

E
3

ZJ-SDA11

O
P

E
1

O
P

E
2

O
P

E
3

ZN-SF12

設定の詳細については、 p.18、 p.25を

参照し てく ださ い。

ケーブルを延長する場合は、 市販のLANコ ネク タ （メ ス-メ ス、 スト レート

タ イプ） と LANケーブル （スト レート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を使用し て

く ださ い。
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マ ルチク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ム

ZN-SF12

設定の詳細については、p.31を参照し てく ださ い。

ケーブ ルを延長する場合は、 市販のLANコ ネク タ （メ ス-メ ス、 スト レート

タ イプ） と LANケーブル （スト レート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を使用し

てく ださ い。
11
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シ ステ ムの構成例
MEMO
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第 2 章

シ ステ ムアッ プ
ッ
プ

シ ステ ムアッ プの前に 14

シ ステ ムアッ プのながれ 14

専用モニタ リ ングソ フ ト の インスト ー ル 15

目的に応じた設定方法 18

風量を自動調整する 18

パーティ ク ル量を モニタ リ ング ／ロギングする 25

複数工程を ク リ ーン＆セ ンシ ングする 31
13
ZN

シ ステ ムマニュ アル



14

第
 2

 章
シ

ス
テ

ム
ア

ッ
プ

第 2 章
シ ステ ムアッ プの前に
シ ステ ムアッ プの前に

シ ステ ムアッ プのながれ

p.18
p.25 p.31

p.48
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第 2 章
シ ステ ムアッ プの前に
専用モニタ リ ングソ フト の インスト ー ル

形ZNシ リ ーズには、 セ ンシ ング機能の設定や、 計測し たパーティ ク ル量の数値および

グラフ表示な どを パソ コ ンから行える ツー ルと し て、 専用モニタ リ ングソ フ ト （リ ア

ルタ イ ム・ ク リ ーン エアモニタ ） が用意さ れて いま す。

計測結果のモニタ リ ング

機能の設定支援

ZN-SF12

ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム

（形ZN-SFW11/SFW12）

リ アルタ イ ム・

ク リ ーン エアモニタ
インタ ーフ ェ ース

ユニッ ト

計測し たパーティ ク ル量を数値表示 計測値の時系列変化を グラフ表示 データ のロギング

エアパーティ ク ルセ ンサやインタ ーフ ェ ースユニッ ト の設定を表示 ・ 設定
15
ZN
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第 2 章
シ ステ ムアッ プの前に
■ インスト ー ル／アン インスト ー ル方法
専用モニタ リ ングソ フ ト を使 うための準備について説明し ま す。

専用モニタ リ ングソ フト の インスト ー ル

インスト ー ルを始める前に、他の起動し て いるソ フ ト を すべて終了し てく ださ い。ウィ

ルス対策ソ フト が起動し て いると 、 インスト ー ル作業に時間がかかる場合があり ま す。

なお、Administratorまたはコ ンピュ ータ の管理者な どシ ステ ムを変更でき る権限を も つ

ユーザでロ グオンし てく ださ い。

1. パソ コ ンの電源を ONにし 、 Windowsを起動し ま す

2. 「専用モニタ リ ングソ フ ト 」 のCD-ROMをパソ コ ンにセッ ト し ま す

3. オート ラ ン （自動実行方式） で インスト ー ル画面が表示さ れるので、 画面の指

示に従っ て インスト ー ルし ま す

自動的に起動さ れない場合には、 CD-ROM内の"setup.exe"を実行し てく ださ い

専用モニタ リ ングソ フト のアン インスト ー ル

アン インスト ー ルを始める前に、他の起動し て いるソ フト を すべて終了し てく ださ い。

ウィ ルス対策ソ フ ト が起動し て いると 、 アン インスト ー ル作業に時間がかかる場合が

あり ま す。

なお、Administratorまたはコ ンピュ ータ の管理者な どシ ステ ムを変更でき る権限を も つ

ユーザでロ グオンし てく ださ い。

1. パソ コ ンの電源を ONにし 、 Windowsを起動し ま す

2. パソ コ ンの[スタ ート ]メ ニュ ーから[設定]-[コ ント ロー ルパネル]を選択し ま す

3. [プロ グラ ムの追加と 削除]を ダブ ルク リ ッ ク し ま す

4. 一覧から[Realtime Clean Air Monitor]を選択し て、[変更と 削除]ボタ ンを ク リ ッ ク

し ま す

5. [OK]を ク リ ッ ク し ま す
ZN
シ ステ ムマニュ アル



第
 2

 章
シ

ス
テ

ム
ア

ッ
プ

第 2 章
シ ステ ムアッ プの前に
■ 専用モニタ リ ングソ フト の起動
インスト ー ル完了後、 次の手順で専用モニタ リ ングソ フ ト を起動し ま す。

1. インタ ーフ ェ ースユニッ ト 裏面の電流 / 電圧

切替ス イッ チが、 初期状態 （突起のない側に

入っ て いる） になっ て いるこ と を確認し ま す

2. エアパーティ ク ルセ ンサのアンプ ユニッ ト を

RUNモー ド に切替えま す

3. インタ ーフ ェ ースユニッ ト と パソ コ ンを接続し ま す

パソ コ ン（PC/AT互換機）と 接続する際には、D-Sub 9ピ ン（メ ス-メ ス）のク ロスケーブ ルを使用し てく ださ い

 p.64

4. インタ ーフ ェ ースユニッ ト と アンプ ユニッ ト を接続し ま す

5. 各機器に電源を入れま す

形ZN-SF11の場合、 セ ンサ通信LED および外部端末

通信LEDのERR表示灯が消灯し ま す

形ZN-SF12の場合、 起動時の形式表示が消え、 通常

表示 （計測値表示な ど） に変わり ま す

インタ ーフ ェ ースユニッ ト は、 こ の時点から通信が

可能な状態と なり ま す

6. 専用モニタ リ ングソ フ ト を起動し ま す

自動的に通信が開始さ れま す

■ 専用モニタ リ ングソ フト の終了
次の手順で専用モニタ リ ングソ フト を終了し ま す。

1. 専用モニタ リ ングソ フ ト のメ ニュ ーバーから[フ ァ イル]-[閉じ る]を選択し ま す

突起のない側

CNT/CF
17
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目的に応じた設定方法

風量を自動調整する

エアパーティ ク ルセ ンサと エアク リ ーンユニッ ト 間でフ ィ ー ドバッ ク 処理を 行い、 ク

リ ーン度の高い （ホコ リ の少ない） 風を送風し ま す。

こ こ では、 エアク リ ーンユニッ ト の風量を自動調整する例を説明し ま す。

複数台のエアパーティ ク ルセ ンサや複数台のエアク リ ー ン ユニッ ト を 使用し て フ ィ ー ドバッ ク を

かけた い場合は、 インタ ーフ ェ ースユニッ ト （形ZN-SF12） を使用する構成にし てく ださ い。

p.11

1. エアク リ ーンユニッ ト のID設定

1. 背面のディ ッ プSW1をON （通信制御） にし ま す

2. 背面のID用ロータ リ ー SWを0 (0ch） にし ま す

エアパーティ ク ルセ ンサ （形ZN-PDA12） を ご使用の場合は、 ID用ロータ リ ー SWは必ず

0chに設定し てく ださ い。 0ch以外に設定すると フ ィ ー ドバッ ク 通信を行 うこ と ができ ま

せん。

1.エアク リ ーンユニッ ト

　のID設定

2.周辺機器の接続

3.通信の確認

4.フ ィ ー ドバッ ク 条件の設定

p.18

p.19

p.19

p.204-1.急速フ ィ ー ドバッ ク

4-2.定常フ ィ ー ドバッ ク p.23
ZN
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第 2 章
目的に応じた設定方法
2. 周辺機器の接続

エアク リ ーンユニッ ト と エアパーティ ク ルセ ンサを接続し て、 エアク リ ーンユニッ ト に電源を供給し ま す

システム構成例　 p.8

3. 通信の確認

エアク リ ーンユニッ ト の風量を、 エアパーティ ク ルセ ンサから手動で切替えるこ と で、 ユニッ ト 間の通信が

正常に行われるこ と を確認し ま す

1. エ アパーテ ィ ク ルセ ン サの アン プ ユ

ニ ッ ト の モー ド 切替ス イッ チを FUN

モー ド に切替えま す

2. メ インデジタ ルに [SPCL] を表示さ せ

ま す

3. サブデジタ ルに[ACU]を表示さ せま す

4. ENTキーを押し ま す

5. メ インデジタ ルに[CNTRL]を表示さ せ

ま す

6. [MNUAL]を選択し ま す

（初期値 ： MANUAL）

7. ENTキーを押し ま す

選択し た モー ドが設定さ れま す
19
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目的に応じた設定方法
8. メ インデジタ ルに [LWIND] を表示さ せ

ま す

9. エ アク リ ー ン ユニッ ト の風量を 設定

し ま す

任意の風量を 設定し 、 風量が切替わるこ と を確

認し ま す （設定範囲 ： 1～5、 初期値 ： 1）

10. ENTキーを押し ま す

エアク リ ーンユニッ ト の風量を 確認し てく ださ

い

風量が変われば、 正常に通信が行われて いま す

エアク リ ーンユニッ ト の風量が変わら ない場合

エアク リ ーンユニッ ト の設定、 エアパーティ ク ルセ ンサの操作、 接続し て いるケーブ ル

の配線な どを確認し てく ださ い

なお、 エアク リ ーンユニッ ト の設定を変更する場合は、 エアク リ ーンユニッ ト の電源を

いっ たんOFFにし てから再設定し てく ださ い

4. フ ィ ー ドバッ ク 条件の設定

エアク リ ーンユニッ ト に対する、 フ ィ ー ドバッ ク 条件を設定し ま す

フ ィ ー ドバッ ク 方法は2種類あり 、 それぞれ設定方法が異なり ま す

急速フ ィ ード バッ ク 　 p.20

定常フ ィ ード バッ ク 　 p.23

フ ィ ー ドバッ ク 動作や設定パラメ ータ については、 「フ ィ ー ドバッ ク 方式」 を ご参照く ださ い

p.38

4-1. 急速フ ィ ー ドバッ ク

ク リ ーン度の低下を検知し たと き 、 速やかに環境を改善し た い場合に設定し ま す。

風量制御方法の選択

1. メ インデジタ ルに[CNTRL]を表示さ せ

ま す

エアク リ ーンユニッ ト の風量の制御方法を 設定

し ま す

2. [AUTO]を選択し ま す

エアク リ ーンユニッ ト の風量制御を自動にし ま

す

3. ENTキーを押し ま す

選択し た モー ドが設定さ れま す
ZN
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フ ィ ー ドバッ ク 方法の選択

4. メ インデジタ ルに [FBTYP] を表示さ せ

ま す

フ ィ ー ドバッ ク 方法を設定し ま す

5. サブデジタ ルに [RAPID] を表示さ せま

す

6. ENTキーを押し ま す

急速フ ィ ー ドバッ ク 方法を設定し ま す

目標ク リ ーン度の設定

7. メ インデジタ ルに[CLASS]を表示さ せ

ま す

8. 目標ク リ ーン度ク ラスを選択し ま す

9. ENTキーを押し ま す

指定し た目標値が設定さ れま す

ローパワー風量の設定

10. メ インデジタ ルに [LWIND] を表示さ せ

ま す

11. エ アク リ ー ン ユニッ ト のローパ ワー

風量を設定し ま す

目標のク リ ーン度が満たさ れて いると き の風量

を設定し ま す

12. ENTキーを押し ま す

指定し た風量が設定さ れま す
21
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ハイパワー風量の設定

13. メ インデジタ ルに [HWIND] を表示さ せ

ま す

14. エ アク リ ー ン ユニッ ト の ハイパ ワー

風量を設定し ま す

1～5 （初期値 ： 5） の風量を設定し ま す

目標のク リ ーン度が満たさ れて いないと き の風

量を設定し ま す

ハイパワー風量は、 必ずローパワー風量より も 大き い値を設定し てく ださ い。

小さ い値を設定すると 、 正常なフ ィ ー ドバッ ク 動作を行いません。

15. ENTキーを押し ま す

指定し た風量が設定さ れま す

ハイパワー時間の設定

16. メ インデジタ ルに [HTIME] を表示さ せ

ま す

ハイパワー時間を設定し ま す

17. エ アク リ ー ン ユニッ ト の ハイパ ワー

時間を設定し ま す

0～999 （初期値 ： 60） の時間 （s） を設定し ま す

ハイパワー風量を保持する時間を設定し ま す

18. ENTキーを押し ま す

指定し た時間が設定さ れま す

実際に ハイパワーが保持さ れる時間は、 フ ィ ー ドバッ ク 周期 （＝計測周期） の整数倍の

時間になり ま す。

例．

計測周期 ： 60s

ハイパワー時間 ： 100sの設定を し た場合、 実際のハイパワー時間は120sと なり ま す。

19. RUNモー ド に切替えま す

フ ィ ー ドバッ ク での運転を開始し ま す

次回使用時は、 エアク リ ーンユニッ ト の電源を供給するだけで、 フ ィ ー ドバッ ク が自動

的に開始さ れま す。
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4-2. 定常フ ィ ー ドバッ ク

ブース （エリ ア） 内のク リ ーン度を常に安定さ せた い場合に設定し ま す。

風量制御方法の選択

1. メ インデジタ ルに[CNTRL]を表示さ せ

ま す

2. [AUTO]を選択し ま す

エアク リ ーンユニッ ト の風量制御を自動にし ま

す

3. ENTキーを押し ま す

選択し た モー ドが設定さ れま す

フ ィ ー ドバッ ク 方法の選択

4. メ インデジタ ルに [FBTYP] を表示さ せ

ま す

フ ィ ー ドバッ ク 方法を設定し ま す

5. サブデジタ ルに[CONST]を表示さ せま

す

6. ENTキーを押し ま す

定常フ ィ ー ドバッ ク 方法を設定し ま す

目標ク リ ーン度の設定

7. メ インデジタ ルに[CLASS]を表示さ せ

ま す

8. 目標ク リ ーン度ク ラスを選択し ま す
23
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9. ENTキーを押し ま す

指定し た目標値が設定さ れま す

ローパワー風量の設定

10. メ インデジタ ルに [LWIND] を表示さ せ

ま す

11. エ アク リ ー ン ユニッ ト のローパ ワー

風量を設定し ま す

1～5 （初期値 ： 1） の風量を設定し ま す

こ れ以上低い風量にし たく ない限界値を 設定し

ま す

12. ENTキーを押し ま す

指定し た風量が設定さ れま す

13. RUNモー ド に切替えま す

フ ィ ー ドバッ ク での運転を開始し ま す

次回使用時は、 エアク リ ーンユニッ ト の電源を供給するだけで、 フ ィ ー ドバッ ク が自動

的に開始さ れま す。
ZN
シ ステ ムマニュ アル



第
 2

 章
シ

ス
テ

ム
ア

ッ
プ

第 2 章
目的に応じた設定方法
パーティ ク ル量を モニタ リ ング ／ロギングする

別売の インタ ーフ ェ ースユニッ ト 、 および専用モニタ リ ングソ フ ト を 使っ て、 簡単に

パーティ ク ル計測値をパソ コ ンに取込むこ と ができ ま す。

こ こ では、 パーティ ク ル量のト レ ン ド表示、 およびデータ と し て保存する例を 説明し

ま す。

1. 専用モニタ リ ングソ フ ト の インスト ー ル

あら かじめパソ コ ンソ フト （専用モニタ リ ングソ フト ） を インスト ー ルし ま す

専用モニタ リ ングソ フ ト のイ ンスト ール　 p.15

O
P

E
1

O
P

E
2

O
P

E
3

3.シ ステ ムの動作確認

p.26

p.26

4-1.ト レ ン ド グラフの表示

1.専用モニタ リ ングソ フト の

  インスト ー ル

p.27

5-1.モニタ リ ングの開始

p.28

p.25

2.周辺機器の接続

4-2.データ ロギング

p.29

5-2.ロギングの開始

p.30
25
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2. 周辺機器の接続

エアク リ ーンユニッ ト 、 エアパーティ ク ルセ ンサ、 インタ ーフ ェ ースユニッ ト 、 およびパソ コ ンを接続し て、

電源を供給し ま す

各機器の電源は、 切っ た状態で接続し てく ださ い

システム構成例　 p.7、 p.9

3. シ ステ ムの動作確認

エアパーティ ク ルセ ンサと インタ ーフ ェ ースユニッ ト が正常に起動し て いるこ と を確認し ま す

・ エアパーティ ク ルセ ンサが正常に起動し て いない場合

セ ンサヘッ ドの接続を確認し てく ださ い。 またその他のエラーはエアパーティ ク ルセ ンサの取扱

説明書を ご覧く ださ い。

・ インタ ーフ ェ ースユニッ ト が正常に起動し て いない場合

エアパーティ ク ルセ ンサのアンプ ユニッ ト がRUN モー ド になっ て いるこ と を確認し てく ださ い。

また、 周辺機器の接続を確認し てく ださ い。
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4-1.ト レ ン ド グラフの表示

パーティ ク ル量を ト レ ン ド グラフ表示し ま す

1. 専用モニタ リ ングソ フ ト を起動し ま す

専用モニタ リ ングソ フ ト の起動　 p.17

2. [グラフ ]ボタ ン-[グラフ編集]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 グラフ編集画面を表示し

ま す

3. グラフ編集画面で、 グラフ描画する条件を設定し ま す

グラフ描画さ せる画面数を選択し ま す

シ ングル： 1枚のグラフ描画部に波形描画対象チャ ネ

　 　 　 　 　 ルを すべて描画する場合

マ ルチ 　 ： 1枚のグラフ描画部に対し て、 1波形を描画

　 　 　 　 　 する場合

グラフの表示方法を選択し ま す

折れ線グラフ ： ある時間内の最大値 ・ 最小値を表示

色グラフ 　 　 ： 現在値を色別で表示

波形描画さ せるチャ ネル番号を選択し ま す

単一CH ： ある特定のチャ ネル番号だけ

　 　 　 　 を描画する場合にチェ ッ ク

　 　 　 　 する

複数CH ： 複数のチャ ネル番号を同時に

　 　 　 　 描画する場合にチェ ッ ク する

CH番号 ： 描画するチャ ネル番号

一度に描画でき る波形の本数は

最大5本で す。

波形描画さ せる粒子サイズを選択し ま す
27
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4. [セッ ト ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ま す

5. 縦軸と 横軸のスケー ルを合わせま す

5-1.モニタ リ ングの開始

[START]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 グラフ描画を開始し ま す

グラフ描画を終了すると き は、 [STOP]ボタ ンを ク リ ッ ク し ま す

[波形保存]ボタ ンで波形データ を保存し ま す （CSV形式）

なお、 保存でき るデータ は、 過去データ を含め5画面分で す。

縦軸スケー ルを設定し ま す

縦軸の中心の値を設定し ま す

波形すべてが表示でき るスケー ルに縦軸を

設定し ま す

横軸スケー ルを設定し ま す
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4-2.データ ロギング

ク リ ーンブース内のパーティ ク ル量のト レ ン ドを データ と し て保存し ま す

1. 専用モニタ リ ングソ フ ト を起動し ま す

専用モニタ リ ングソ フ ト の起動　 p.17

2. [ロギング]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ロギング画面を表示し ま す

3. ロギング画面で、 ロギングする条件を設定し ま す

ロギングすると き に、 データ と 同時に保存さ れる時間

データ の表示方法を選択し ま す

経過時間 ： ロギング開始時を起点に、 経過し た時間を

　 　 　 　 　データ と し て保存し ま す

実時間 　 ： 実際の時間を データ と し て保存し ま す

保存する粒子を選択し ま す （複数選択可）

ロギング中に描画するチャ ネル・ 粒子を選択し ま す

また、 縦軸スケー ル・ 縦軸中心 ・ 横軸スケー ル・ 表示

単位を設定し ま す

[縦軸中心]は[入力]ボタ ンを ク リ ッ ク すると

値を直接設定でき ま す。

[単位]で選択し た単位は、グラフ描画部の単位

にも 反映さ れま す。

データ を ロギングする間隔を選択し ま す

[出力データ 選択]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 出力チャ ネ

ル選択画面で出力するチャ ネルを選択し ま す

ロギングの終了条件を選択し ま す

時間指定無 ： 手動で終了さ せるま でロギングを

　 　 　 　 　 　継続し ま す

ロ グ時間 　 ： [入力]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ロギング

　 　 　 　 　 　終了ま での時間を設定し ま す

                    設定し た時間が経過すると 、 自動的に

                   ロギングを終了し ま す

　 　 　 　 　 　（最長24hま で設定可能）

チェ ッ ク すると 、 日にちが変わるごと にロギングフ ァ

イルが自動的に作成 ・ 保存さ れま す
29
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5-2.ロギングの開始

[実行]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ロギングを開始し ま す
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複数工程を ク リ ーン＆セ ンシ ングする

複数のエアパーティ ク ルセ ンサと 複数のエアク リ ーンユニッ ト で、複数工程において、

工程ごと にク リ ー ン度を 確認でき ま す。 また、 装置単位やブース （エリ ア） 単位で風

量を制御でき ま す。

こ こ では、 複数工程のク リ ーン度を制御する例を説明し ま す。

1. 専用モニタ リ ングソ フ ト の インスト ー ル

あら かじめパソ コ ンソ フト （専用モニタ リ ングソ フト ） を インスト ー ルし ま す

専用モニタ リ ングソ フ ト のイ ンスト ール　 p.15

ZN-SF12

4.シ ステ ムの動作確認

p.32

p.32

5.フ ィ ー ドバッ ク 条件の設定

1.専用モニタ リ ングソ フト の

  インスト ー ル

p.32

p.31

3.周辺機器の接続

p.32

2.エアク リ ーンユニッ ト

  のID設定

n台連結

m台連結

n  : 最大9台

m : 最大10台

1CH2CHnCH 3CH

1CH2CH3CHmCH
31
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2. エアク リ ーンユニッ ト のID設定

1. 背面のディ ッ プSW1をON （通信制御） にし ま す

2. 背面のID用ロータ リ ー SWで、 そ れぞれのチャ ネル （1～n） を設定し ま す

IDナンバーは重複し ないよ うに気を付けてく ださ い

重複し て設定すると 正し く 動作し ません

形ZN-SF12を使っ てフ ィ ー ドバッ ク を行 う場合、 ID ナンバーは0 （0ch） に設定し ないで

く ださ い

形ZN-SF12では0chに対し て制御を行 うこ と ができ ません

3. 周辺機器の接続

エアク リ ーンユニッ ト 、 エアパーティ ク ルセ ンサ、 インタ ーフ ェ ースユニッ ト 、 およびパソ コ ンを接続し て、

電源を供給し ま す

各機器の電源は、 切っ た状態で接続し てく ださ い

システム構成例　 p.11

4. シ ステ ムの動作確認

エアク リ ーンユニッ ト 、 エアパーティ ク ルセ ンサ、 および インタ ーフ ェ ースユニッ ト の動作を確認し ま す

・ エアパーティ ク ルセ ンサが正常に起動し て いない場合

セ ンサヘッ ドの接続を確認し てく ださ い。 またその他のエラーはエアパーティ ク ルセ ンサの取扱

説明書を ご覧く ださ い。

・ インタ ーフ ェ ースユニッ ト が正常に起動し て いない場合

エアパーティ ク ルセ ンサのアンプ ユニッ ト がRUN モー ド になっ て いるこ と を確認し てく ださ い。

また、 機器の接続を確認し てく ださ い。

・ エアク リ ーンユニッ ト がスタ ンバ イ状態になっ て いるこ と も ご確認く ださ い。

5. フ ィ ー ドバッ ク 条件の設定

専用モニタ リ ングソ フト を操作し て、 複数のフ ィ ー ドバッ ク 条件を設定し ま す

1. 専用モニタ リ ングソ フ ト を起動し ま す

専用モニタ リ ングソ フ ト の起動　 p.17
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2. [IFU設定]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 インタ ーフ ェ ースユニッ ト 設定画面を表示し

ま す

3. インタ ーフ ェ ースユニッ ト 設定画面で、 制御条件を設定し ま す

エリ ア内に設置し た エアク リ ーンユニッ ト 、 エアパーティ ク ルセ ンサの情報、 および対象エリ アの

風量の制御方法を設定し ま す

詳細設定については、 次のと おり で す

項目 説明

演算種別 計測値の演算方法を選択し ま す。

Max ： チェ ッ ク し た エアパーティ ク ルセ ンサの計測結果の最大値を、

　 　 　対象エリ アのク リ ーン度と する場合

Min ： チェ ッ ク し た エアパーティ ク ルセ ンサの計測結果の最小値を、

　 　 　対象エリ アのク リ ーン度と する場合

Ave ： チェ ッ ク し た エアパーティ ク ルセ ンサの計測結果の平均値を、

　 　 　対象エリ アのク リ ーン度と する場合

フ ィ ー ドバッ ク 方法 フ ィ ー ドバッ ク 方法を選択し ま す。

フ ィ ー ドバッ ク 周期 フ ィ ー ドバッ ク 周期を選択し ま す。

目標ク ラス （0.5μm） 制御目標と するク リ ーン度ク ラスを選択し ま す。

ローパワー風量 フ ィ ー ドバッ ク 方法で、 「定常」 を選択し た場合はこ れ以上低い風量

にし たく ない限界値、 「急速」 を選択し た場合は、 ク リ ーン度が目標

値を達成し て いると き の風量を選択し ま す。

ハイパワー風量 ク リ ーン度が目標値を達成し て いないと き の風量を選択し ま す。

フ ィ ー ドバッ ク 方法が 「急速」 の場合のみ選択可能で す。

ハイパワー時間 ハイパワー風量を保持する時間を選択し ま す。

フィ ード バッ ク先エアクリ ーンユニッ ト ：

制御対象と なるエアクリ ーンユニッ ト をチェ ッ クし ます

エリ ア選択 ：

設定する対象エリ アを選択し ま す

風量制御方法 ：

風量制御方法を選択し ま す

フ ィ ー ドバッ ク 元セ ンサチャ ネル：

対象エリ ア内に設置し た エアパーティ ク ルセ ンサを

チェ ッ ク し ま す

詳細を設定し ま す
33
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・ ハイパワー風量は、 必ずローパワー風量より 大き い値を設定し てく ださ い。 小さ い値を

設定すると 、 正常なフ ィ ー ドバッ ク 動作を行いません。

・ 実際に ハイパワー風量が保持さ れる時間は、 フ ィ ー ドバッ ク 周期の整数倍の時間になり

ま す。

例 ： フ ィ ー ドバッ ク 周期 ： 60s、 ハイパワー時間 ： 100sを設定し た場合、

　 　実際のハイパワー時間は120sと なり ま す。

・ フ ィ ー ドバッ ク 周期は、 エアパーティ ク ルセ ンサの計測周期以上に設定するこ と を おす

すめし ま す。 同 じ 計測結果を も と に何度も フ ィ ー ド バッ ク 処理が実行さ れ、 正し い

フ ィ ー ドバッ ク 処理が実行さ れません。

フ ィ ード バッ ク 制御のし く み　 p.40

4. [OK]ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 フ ィ ー ドバッ ク での運転を開始し ま す

・ 次回使用時は、 エ アク リ ー ン ユニッ ト と エ アパーテ ィ ク ルセ ン サ （お よび イ ン タ ー

フ ェ ースユニッ ト ） の電源を供給するだけで、 フ ィ ー ドバッ ク が自動的に開始さ れま す

・ フ ィ ー ドバッ ク の制御対象に設定さ れて いる エアク リ ー ン ユニッ ト の電源が入っ て い

ない場合、 フ ィ ー ドバッ ク がス ムーズにかから ない場合があり ま す （フ ィ ー ドバッ ク 動

作は実行さ れま すが、 制御遅れが発生し ま す）

解決するためには、 電源が入っ て いるエアク リ ーンユニッ ト だけを制御するよ うに設定

を変更するか、 設定さ れて いるすべてのエアク リ ーンユニッ ト に電源を入れてく ださ い
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
フ ィ ー ドバッ ク 制御について

フ ィ ー ドバッ ク と は

フ ィ ー ドバッ ク と は、 対象と する空間のク リ ーン度を 維持するために、 パーティ ク ル

量に応じて エアク リ ーンユニッ ト の風量を制御するこ と を いいま す。 形ZNシ リ ーズで

は、 お客様の環境に応じて柔軟かつ最適なフ ィ ー ドバッ ク 処理を 行い、 ク リ ー ン環境

を 保持 ・ 管理でき る制御プ ロ グラ ムと し て 「FO フ ィ ー ド バッ ク （Flexible & Optimum

Feedback）」 機能を搭載し て いま す。

■ シ ステ ム構成
フ ィ ー ドバッ ク 機能を使用するシ ステ ム構成には、「ダイレ ク ト ク リ ーンセ ンシ ングシ

ステ ム」 と 「マ ルチク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ム」 があり ま す。

 ダイレ ク ト ク リ ーンセ ンシ ングシステ ム

１ つのエリ アのク リ ー ン度を、 エアパーティ ク ルセ ンサ１ 台と エアク リ ーンユニッ ト

１ 台で管理するシ ステ ムで す。

フ ィ ー ドバッ ク 処理はエアパーティ ク ルセ ンサが行いま す。

ダ イレ ク ト ク リ ー ンセ ンシ ン グシ ステ ムでは、 フ ィ ー ド バッ ク の方式と し て 「急速

フ ィ ー ドバッ ク 」 と 「定常フ ィ ー ドバッ ク 」 が選択でき ま す。

　 フ ィ ード バッ ク 方式　 p.38

また各種フ ィ ー ドバッ ク パラメ ータ （後述） が設定でき ま す。

O
P

E
1

O
P

E
2

O
P

E
3

エアク リ ーンユニッ ト

エアパーティ ク ルセ ンサ

③風量が上がり 、

　 エリ ア内のク リ ーン度向上①エリ ア内のク リ ーン度が低下

　し てき て、 目標のク リ ーン度

　を超えそ うにな る

②風量を あげる通信命令を送信
O

P
E

1

O
P

E
2

O
P

E
3

エアク リ ーンユニッ ト

エアパーティ ク ルセ ンサ
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
 マ ルチク リ ーンセ ンシ ングシステ ム

複数エリ アのク リ ー ン度を、 エアパーティ ク ルセ ンサ複数台と エアク リ ーンユニッ ト

複数台で管理し ま す。

インタ ーフ ェ ースユニッ ト が、 連結さ れて いる エアパーティ ク ルセ ンサのデータ を 取

得し 、 シ ステ ム全体のフ ィ ー ドバッ ク 処理を行いま す。

エアパーティ ク ルセ ンサ単体でのフ ィ ー ドバッ ク 処理に加えて、 エアパーティ ク ルセ

ンサと エアク リ ー ン ユニッ ト のチャ ン ネル対応付けや、 エアパーテ ィ ク ルセ ンサの

データ 演算も 可能で す。

複数台のエアパーティ ク ルセ ンサ、 または、 複数台のエアク リ ーンユニッ ト を 使用すると き は、

形ZN-SF12を用いたマ ルチク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムの構成にし てく ださ い。

ZN-SF12

エアク リ ーンユニッ ト

エアパーティ ク ルセ ンサ

インタ ーフ ェ ースユニッ ト
37
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
■ フ ィ ー ドバッ ク 方式
フ ィ ー ドバッ ク の方式には、 「急速フ ィ ー ドバッ ク 」 と 「定常フ ィ ー ドバッ ク 」 の2 つ

があり ま す。

急速フ ィ ー ドバッ ク

ク リ ーン度が悪化し た際に、 素早く 風量を上げて迅速にク リ ーン度を回復さ せま す。

環境の変化が比較的多い場合に有効なフ ィ ー ドバッ ク 方式で す。

＜フ ィ ー ドバッ ク 動作＞

・ ハイパワー時間を0以外に設定し た場合

　パーティ ク ル量の変化にかかわら ず、 ハイパワー時間が経過するま で ハイパワー風

　量が継続し 、 ハイパワー時間が経過すると ローパワー風量に切替わり ま す。

・ ハイパワー時間を0に設定し た場合

　パーティ ク ル量が一定以下にな るま で ハイパワー風量を継続し 、 パーティ ク ル量が

　一定以下にな ると ローパワー風量に切替わり ま す。

・ ハイパワー風量にはローパワー風量より 大き い風量を設定し てく ださ い。

フ ィ ー ドバッ ク が正常に動作し ません。

・ ハイパワー時間が経過し たと き にク リ ーン度が回復し て いない場合、 ローパワー風量で動き 続け

ま す （ ハイパワー風量になり ません）。 こ の場合、 ハイパワー時間の設定を長く するか、 0に設定

し てく ださ い。

②ハイパワー時間が

　経過すると 、 風量は

　 ローパワーに戻る

①目標のク リ ーン度を

　超えると 、 風量が

　 ハイパワーに切替わる

③再び目標のク リ ーン度を

　超えると 、 風量が

　 ハイパワーに切替わる
パーティ ク ル量

目標ク リ ーン度

ハイパワー風量

ローパワー風量

フ ィ ー ドバッ ク 周期

ハイパワー時間

時間

時間

【フ ィ ー ドバッ ク 周期について】

・ マ ルチク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムの場合、

  インタ ーフ ェ ースユニッ ト 上で、

   フ ィ ー ドバッ ク 周期を設定するこ と が可能で す

・ ダイレ ク ト ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムの場合、

  エアパーティ ク ルセ ンサの

  計測時間＝フ ィ ー ドバッ ク 周期で す
ZN
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
定常フ ィ ー ドバッ ク

ク リ ーン度が目標値で安定するよ うに風量を変化さ せま す。

環境の変化が比較的少な い場合に有効なフ ィ ー ド バッ ク 方式で、 最低限の風量でク

リ ーン度を保持でき ま す。

＜フ ィ ー ドバッ ク 動作＞

パーティ ク ル量の変化によっ て、 風量が段階的に切替わり ま す。

制御風量がローパワー風量以下にな るこ と はあり ません。

ローパワー風量には、 最低限送風し た い風量を設定し てく ださ い。

①目標のク リ ーン度を

　超えそ うにな ると 、 風量が

　一段階上がる

②一定以下のパーティ ク ル量

　で あれば、 風量が一段階下

　がるパーティ ク ル量

目標ク リ ーン度

ローパワー風量

フ ィ ー ドバッ ク 周期

時間

時間

【フ ィ ー ドバッ ク 周期について】

・ マ ルチク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムの場合、

  インタ ーフ ェ ースユニッ ト 上で、

  フ ィ ー ドバッ ク 周期を設定するこ と が可能で す

・ ダイレ ク ト ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ムの場合、

  エアパーティ ク ルセ ンサの

  計測時間×16＝フ ィ ー ドバッ ク 周期で す

③再び目標のク リ ーン度を

　超えそ うにな ると 、 風量が

　一段階上がる
39
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
フ ィ ー ドバッ ク 制御のし く み

フ ィ ー ドバッ ク 制御における 「フ ィ ー ドバッ ク 用データ の流れ」 と 「計測処理フ ロー」

について、 シ ステ ム構成ごと に説明し ま す。

■ ダイレ ク ト ク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ム

 フ ィ ー ドバッ ク 用データ の流れ

上記のよ う な構成の場合、

(1) エリ ア1のパーティ ク ル量を セ ンサヘッ ド で検出し 、 アンプ ユニッ ト で

計測結果を算出し ま す

(2) あら かじめ設定さ れて いる目標値や各種フ ィ ー ドバッ ク パラメ ータ と 計測結果を

も と にエリ ア1の制御風量値を算出し 、 エアク リ ーンユニッ ト に送信し ま す

(3) エアパーティ ク ルセ ンサから送ら れてき た制御風量値に応じて風量を変化さ せ

ま す

エアク リ ーンユニッ ト

エアパーティ ク ルセ ンサ

制御信号

エリ ア1
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
 エアパーティ ク ルセ ンサの処理フ ロー
41
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第 3 章
フ ィ ー ドバッ ク 制御について
■ マ ルチク リ ーンセ ンシ ングシ ステ ム

 フ ィ ー ドバッ ク 用データ の流れ

上記のよ う な構成の場合、

(1)1ch, 2chはエリ ア1のパーティ ク ル量、 3ch, 4chはエリ ア2のパーティ ク ル量を

セ ンサヘッ ド で検出し 、 アンプ ユニッ ト で計測結果を算出し て、

インタ ーフ ェ ースユニッ ト に転送し ま す

(2) あら かじめ設定さ れて いる目標値や各種フ ィ ー ドバッ ク パラメ ータ と 1～4chの

エアパーティ ク ルセ ンサから転送さ れてく る計測結果を も と に

各エリ アの制御風量値を算出し 、 1， 2chのエアク リ ーンユニッ ト に送信し ま す

(3) インタ ーフ ェ ースユニッ ト から送ら れてき た制御風量値に応じて風量を

変化さ せま す

ZN-SF21

エアク リ ーンユニッ ト

エアパーティ ク ルセ ンサ

制御信号

エリ ア1

インタ ーフ ェ ースユニッ ト

エリ ア2
ZN
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フ ィ ー ドバッ ク 制御について
 インタ ーフ ェ ースユニッ ト の処理フ ロー

次の条件でフ ィ ー ドバッ ク 処理を 行 う場合の、 計測処理フ ローおよび使用するデータ

の例を示し ま す。

・ エアパーティ ク ルセ ンサ （1chと 2ch） の大き い方の値 （最大値） を も と に

  エアク リ ーンユニッ ト （ID:1） を制御

・ エアパーティ ク ルセ ンサ （3chと 4ch） の平均値を も と に

  エアク リ ーンユニッ ト （ID:2） を制御
43
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ク リ ーンセ ンシ ングについて

パーティ ク ルカ ウント の原理

形ZN-PDシ リ ーズでは、 対象と な る空間のク リ ーン度を、 大気中に浮遊するパーティ

ク ル （塵や埃） の量を 計測するこ と で判定し て いま す。 パーティ ク ル量の計測は、 エ

アパーティ ク ルセ ンサ （セ ンサヘッ ド ＋アンプ ユニッ ト ） に搭載さ れた 「フ ァン式」 お

よび 「光散乱方式」 の機能を使っ て行いま す。

形ZN-PDシ リ ーズは、 大気の吸引に 「フ ァン式」 を採用し て いま す。 ハンディ 型のパーティ ク ルセ

ンサな どに用いら れて いる 「ポンプ式」 に比べて約10倍の長寿命で、 長期間安定し たパーティ ク ル

量の計測が可能で す。

(1)フ ァンにより 、 吸引口からク リ ーンブース内の大気を吸引し ま す

(2)吸引し た大気にレーザ光を照射し ま す

大気中にパーティ ク ルが存在すると 、 散乱光が発生し ま す

(3)受光素子で散乱光を受光するこ と で、 パーティ ク ルを検出し 、 パーティ ク ル量を

計測し ま す

受光素子で受光し た散乱光は、 増幅器、 比較器で電気信号に変換さ れ、 信号処理回

路に送ら れま す

信号処理回路では、 送ら れてき た電気信号を も と にパーティ ク ル量を計測し ま す

■ パーティ ク ル量の計測について
パーテ ィ ク ル量は散乱光の受光量を も と に計

測さ れま すが、こ の受光量はパーティ ク ル径が

大き いほ ど大き く な り ま す。 0.3μm/0.5μm/

1.0μmの対象粒子径に対し 、それぞれし き い値

を設定し て、受光量の大き さ によっ てパーティ

ク ル径を判別し て いま す。

パーティ ク ル

吸引口

受光レ ンズ

受光素子

フ ァン

増幅器 比較器

光源

投光レ ンズ

信号処理回路

受光信号

し き い値

時間
比較器

出力

受光量

受光信号および比較器出力
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ク リ ーンセ ンシ ングについて
ク リ ーン度と は

ク リ ーン度と は、 一定の面積または体積に含ま れて いる汚染物質 （塵や埃な ど） の大

き さ 、 個数、 質量で表さ れま す。 特定の大気中に含ま れる塵や埃の量な どに よっ て示

さ れるク リ ーン度の程度を 「ク リ ーン度レ ベ ル」、 ク リ ーン度レ ベ ルを等級分けし たも

のを 「ク リ ーン度ク ラス」 と 呼んでいま す。

■ ク リ ーン度の規格
ク リ ー ン ルー ムな どのク リ ー ン度に関する規格には、 米国連邦規格 （Fed-Std-209D）

や日本工業規格 （JIS B 9921） な どがあり 、 それぞれ基準と する単位体積および汚染物

質の粒径が異なっ て いま す。 形ZNシ リ ーズでは、 製造現場で最も 使用さ れて いる規格

で ある米国連邦規格 （Fed-Std-209D） に準拠し たク リ ーン度ク ラス表記を 採用し て い

ま す。

■ 米国連邦規格 （Fed-Std-209D） におけるク リ ーン度の定義
ク リ ーン度は1cf （28.3L ： 約30cm立方） の空気中に含ま れる0.5μ ｍ以上の粒子数で定

義さ れ、 10倍ごと にク ラス分けさ れて いま す。 こ のク ラス分けは、 直感的でわかり や

すく 、 現場レ ベ ルでも 長く 使われて いま す。

クラス
1

クラス
10

クラス
100

クラス
1,000

クラス
10,000

クラス
100,000

0.5μm以上の

粒子数/cf

1 10 100 1,000 10,000 100,000

1個以内

→ク ラス1

100個以内

→ク ラス100

10,000個以内

→ク ラス10,000

1f

（約30cm）
1f

（約30cm）

1f

（約30cm）
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メ ンテ ナンスについて

点検 ・ 保守の詳し い方法については、 各製品に添付さ れて いる取扱説明書を ご覧く ださ い。

■ エアク リ ーンユニッ ト
形ZN-Aシ リ ーズは、 HEPA フ ィ ルタ と プレ フ ィ ルタ のダブ ルフ ィ ルタ 構造で吸気を濾

過し て いま す

定期点検

フ ィ ルタ が汚れると 清浄度の高いエアを 長時間安定し て供給でき なく な り ま すので、

プレ フ ィ ルタ に付着し た埃を定期的に取除いてく ださ い

交換

HEPAフ ィ ルタ が目詰ま り し た場合は、本体の2つのコ ー ナーの表示灯が緑/赤同時点灯

し ま すので、 新し いHEPAフ ィ ルタ に交換し てく ださ い

HEPAフ ィ ルタ の交換方法については、 製品の取扱説明書を ご確認く ださ い

■ エアパーティ ク ルセ ンサ
形ZN-PDAシ リ ーズは、 吸引モジュ ー ルに高性能フ ァンを採用し て、 連続運転を可能に

し て いま す

定期点検

長時間使用 すると 粉塵な どで フ ィ ルタ が汚れてき ま す。 フ ィ ルタ が汚れると 正確な

パーティ ク ル量の監視ができ なく なり ま すので、 プレ フ ィ ルタ に付着し た埃を 定期的

に取除いてく ださ い

また、 汚れがひ どく なっ た場合は、 フ ィ ルタ セッ ト 形ZN9-PF1 （別売） を 交換し てく

ださ い

清掃

大量の粒子を 含んだ気体を 吸引し た後な どは、 セ ンサ内部を ク リ ーンな状態にするた

めにク リ ーニ ング用フ ィ ルタ  形ZN9-PC1 （別売） を取付けて清掃し てく ださ い
ZN
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■ イオナイザユニッ ト
形ZN-Jシ リ ーズは、 放電針に高電圧を かけコ ロ ナ放電さ せるこ と により 、 イオンを発

生さ せて いま す

定期点検

放電針に汚れや磨耗があると イオンの発生量が減少し て除電能力が低下し ま すので、

放電針を定期的に清掃し てく ださ い

交換

放電針が汚れて、 除電能力が低下する前に予告と し て橙色に点滅 （ク リ ーニ ン グ予告

灯） し ま す。 さ ら に汚れて除電能力が維持でき なく な ると 橙色に点灯 （ク リ ーニ ン グ

警告灯） し ま す

放電針を 清掃し た後も 放電針ク リ ーニ ング警告灯が点灯する場合は、 放電針を 交換し

てく ださ い

放電針を 交換し た後も 放電針ク リ ーニ ン グ警告灯が点灯する場合は、 当社支店 ・ 営業

所ま でお問い合わせく ださ い。

放電針の交換方法については、 製品の取扱説明書を ご確認く ださ い

ク リ ーニ ング予告/警告
49
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ト ラ ブルシュ ーティ ング

故障かな ？と 思っ たら

こ こ では、 機器に関する一時的なト ラ ブ ルの対処方法を記載し ま す。 修理に出す前に、

まずお確かめく ださ い。

接続方法については、 各製品に添付さ れて いる取扱説明書を ご覧く ださ い。

現象 原因と 対処法 参照

セ ンサ通信LEDまたは外部端末通信

LEDのERR表示灯が5秒以上経過し

ても 点灯し ない

各製品は正し く 接続さ れて いません

・ エアパーティ ク ルセ ンサのアンプ ユニッ ト のモー ド切替ス イッ チ

をRUNモー ド になっ て いま すか ？

・ アンプユニッ ト -アンプユニッ ト 間またはイ ンタ ーフ ェ ースユニッ

ト -アンプユニッ ト 間は正し く 接続さ れていますか？

・ アンプ ユニッ ト は正常に起動し て いま すか ？

－

エアク リ ーンユニッ ト の電源が入

ら ない

・ DC電源線を使用し て いると き は、 電源電圧を確認し てく ださ い

・ 付属のACアダプタ を使用し て いま すか ？

－

エアパーティ ク ルセ ンサの電源が

入ら ない

・ DC電源線を使用し て いると き は、 電源電圧を確認し てく ださ い

・ 接続し て いるケーブルは正し く 配線さ れて いま すか ？

－

パソ コ ンと 通信でき ない インタ ーフ ェ ースユニッ ト およびエアパーティ ク ルセ ンサのアンプ

ユニッ ト の電源を いっ たん切り 、 再度電源を投入し てく ださ い

それでも 通信でき ない場合は、 以下の(i)～(iV)を確認し 、 も う一度

実行し てく ださ い

－

(i)

通信ポート が合っ て いないと き

・ 通信ポート 番号と パソ コ ンの通信ポート を合わせてく ださ い

（通信ポート 以外の通信条件は、 自動的に設定さ れま す）

・ 通信ポート を使用し て いる他のアプ リ ケーショ ンを終了し てく だ

さ い

－

(ii)

BUSY表示灯がま っ たく 点灯し

ないと き

インタ ーフ ェ ースユニッ ト に信号が送信さ れて いません

・ 正し いケーブルで接続さ れて いま すか ？

（誤っ てスト レ ート ケーブルを使用し て いないかな どを確認）

・ 正し く 接続さ れて いま すか ？

・ 通信ポート は正し く 設定さ れて いま すか ？

－

(iii)

インタ ーフ ェ ースユニッ ト から

のレ スポンスがないと き

・ インタ ーフ ェ ースユニッ ト 裏面の切替えス イッ チは、 初期状態に

なっ て いま すか ？

・ エアパーティ ク ルセ ンサのアンプ ユニッ ト はRUNモー ド になっ て

いま すか ？

p.17

(iV)

エラーメ ッ セージが出て起動で

き ないと き

使用し て いる インタ ーフ ェ ースユニッ ト は正し いで すか ？

（形ZN-PDAシ リ ーズと 通信するためには、 専用の インタ ーフ ェ ー

スユニッ ト （形ZN-SF11/SF12） が必要で す）

－
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エラーメ ッ セージと その処置

こ こ では、 エラーメ ッ セージと その対処方法を 記載し ま す。 修理に出す前に、 まずお

確かめく ださ い。

■ エアク リ ーンユニッ ト （形ZN-Aシ リ ーズ）
【表示灯】

■ イオナイザユニッ ト （形ZN-Jシ リ ーズ）
【ク リ ーニ ング予告灯 ／ク リ ーニ ング警告灯】

【高圧異常表示灯】

表示 エラー内容 処置

緑、 赤

同時点灯

吹き 出し 口、 または吸い込み口がふ

さ がれて いま す。

吹き 出し 口、 または吸い込み口を ふさ いでいるも のを

取除いてく ださ い。

HEPAフ ィ ルタ が目詰ま り し て いま す。 HEAPフ ィ ルタ を交換し てく ださ い。

赤点滅 フ ァンの回転が不規則で す。 電源を再投入し てく ださ い。

再投入し ても 復帰し ない場合は、 当社支店 ・ 営業所ま

でお問い合わせく ださ い。

フ ァンの寿命で す。 電源を再投入し てく ださ い。

再投入し ても 復帰し ない場合は、 フ ァンの寿命が考え

ら れま す。 貴社担当オ ムロ ン営業員にお知らせく ださ

い。

定格外の電源電圧がかけら れて いま

す。

電源電圧を ご確認く ださ い。

入出力端子の電源と ACアダプタ が同

時に接続さ れて いま す。

電源を ご確認く ださ い。

緑、 青

点滅

本体上部ケースが開いて いま す。 本体上部ケースを閉めた後、 電源を再投入し て、 ON/

OFF SWを押し てく ださ い。

表示 エラー内容 処置

橙点滅 放電針が汚れて いま す。

そのまま放置し て おく と 除電能力が

低下し ま す。

放電針を清掃し てく ださ い。

橙点灯 放電針が汚れて いま す。

すでに除電能力が低下し て いま す。

放電針を清掃し てく ださ い。

それでも エラーが改善さ れない場合は、 放電針が磨耗

し て いま す。 放電針を交換し てく ださ い。

表示 エラー内容 処置

赤点灯 放電が異常で す。 電源を再投入し てく ださ い。

再投入し ても 復帰し ない場合は、 当社支店 ・ 営業所ま

でお問い合わせく ださ い。
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■ エアパーティ ク ルセ ンサ （形ZN-PDAシ リ ーズ）
【メ インデジタ ル部】

【サブデジタ ル部 （通信状態表示時）】

■ ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム用 インタ ーフ ェ ースユニッ ト

（形ZN-SFシ リ ーズ）
【メ インデジタ ル部】

表示 エラー内容 処置

E-SEn

 (点滅）

セ ンサヘッ ドのフ ァンやレ ーザが異

常、 または劣化し て いま す。

セ ンサヘッ ド と アンプ ユニッ ト の接続を確認後、 電源

を再投入し てく ださ い。

再投入し ても エラーが改善さ れない場合は、 セ ンサ

ヘッ ドが故障し て いま す。 セ ンサヘッ ドを交換し てく

ださ い。

E-hEd

 (点滅）

セ ンサヘッ ドが未接続、 または異常

で す。

E-EEP

 (点滅）

EEPROMが破壊し て いる、 またはデー

タ が異常で す。

ENTキーを3秒間以上押し てく ださ い。

それでも エラーが改善さ れない場合は、 アンプ ユニッ

ト が故障し て いま す。 アンプ ユニッ ト を交換し てく だ

さ い。

E-Sht

 (点滅）

判定出力のいずれか、 またはすべて

が短絡状態で す。

負荷短絡状態を解除し てく ださ い （負荷短絡状態解決

後、 自動復帰し ま す）。

----- 電源立ち上げ直後、 またはFUNモー ド

からRUNモー ド に切替後、 最初のデー

タ が確定するま で表示さ れま す。

確定時間は平均回数と 計測時間の設定値により ま すの

で、 ご確認く ださ い。

表示 エラー内容 処置

Err-□ 通信タ イ ムアウト な ど通信異常が発

生し て いま す。

・ エアク リ ーンユニッ ト と のケーブ ル接続を確認し

てく ださ い。

・ エアク リ ーンユニッ ト のチャ ネル番号が"0"で ある

こ と を確認し てく ださ い。

・ エアク リ ーンユニッ ト のディ ッ プス イッ チの1番を

ON状態 （外部からの通信制御） に切替えてく ださ

い。

表示 エラー内容 処置

E-AmP

 (点滅）

アンプ ユニッ ト が接続さ れて いない、

または隣接するアンプ ユニッ ト が正

し く 認識でき て いません。

・ アンプ ユニッ ト のモー ド切替ス イッ チを すべてRUN

モー ド に切替えてく ださ い。

・ アンプ ユニッ ト および演算ユニッ ト が正し く 接続

さ れて いるこ と を確認後、 電源を再投入し てく だ

さ い。

再投入し ても エラーが改善さ れない場合は、 アン

プ ユニッ ト または演算ユニッ ト が故障し て いま す。

アンプ ユニッ ト または演算ユニッ ト を交換し てく

ださ い。

E-EEP

 (点滅）

EEPROMが破壊し て いる、 またはデー

タ が異常で す。

ENTキーを3秒間以上押し てく ださ い。

それでも エラーが改善さ れない場合は、 アンプ ユニッ

ト が故障し て いま す。 アンプ ユニッ ト を交換し てく だ

さ い。

Err□□

 (通信状

態表示時）

□□に表示さ れたチャ ネルで、 通信

タ イ ムアウト な ど通信異常が発生し

て いま す。

・ エアク リ ーンユニッ ト と のケーブ ル接続を確認し

てく ださ い。

・ エアク リ ーンユニッ ト のチャ ネル番号と フ ィ ー ド

バッ ク 機能の設定内容を確認し てく ださ い。
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仕様 ・ 外形寸法

エアク リ ーンユニッ ト

形ZN-A2502/A2502D

形ZN-A4105/A4105D

（単位 ： mm）

（単位 ： mm）
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（*1） ACアダプタ ：

（形ZN-A2502用） ： サンケン電気株式社製 　形SEB100P2-24.0 　入力電圧 ： AC100～240V

（形ZN-A4105用） ： サンケン電気株式社製 　形SEC165P2-24.0 　入力電圧 ： AC100～240V

項目 形ZN-A2502/A2502D 形ZN-A4105/A4105D

吹き 出し 口寸法 225×205mm 360×360mm

集塵効率 0.3μm以上粒子にて99.99%以上

風量 （m3/min） 0.3～1.8m3/min(TYP.) 1.0～5.0m3/min(TYP.)

騒音 （dB） 風量レ ベル3: 53dB(TYP.)

風量レ ベル1: 41dB(TYP.)

風量レ ベル3: 53dB(TYP.)

風量レ ベル1: 40dB(TYP.)

フ ァン モータ DCブ ラシレ ス 　小型遠心ブロ ア 　2個 DCブ ラシレ ス 　タ ーボフ ァン 　1個

メ インフ ィ ルタ 低損失HEPAフ ィ ルタ

メ インフ ィ ルタ 形式 形ZN9-AHP25 形ZN9-AHP41

プレ フ ィ ルタ 形式 形ZN9-APF25 形ZN9-APF41

電源電圧 DC24V±10% リ ッ プ ル （p-p） 10%以下

消費電流 風量レ ベル5 ： 2.1A以下 （実効値）

風量レ ベル1 ： 0.4A以下 （実効値）

風量レ ベル5 ： 3.5A以下 （実効値）

　 　 　 　 　 　 　（ピーク 値 ： 5.5A）

風量レ ベル1 ： 0.32A以下 （実効値）

表示灯 運転状態表示 ： 緑、 赤

風量レ ベル表示 ： 青

外部出力 アラー ム1 ： 以下のいずれかの状態が発生し た場合にアラー ム出力OFF

（正常時ON）

（いずれの状態が発生し たかは表示灯にて確認） 　

　 ・ HEPAフ ィ ルタ 目詰ま り

　 ・ フ ァン異常運転

　 ・ イオナイザユニッ ト 形ZN-Jシ リ ーズ （別売） 接続時の

　 　放電針ク リ ーニ ング警告

　 ・ イオナイザユニッ ト 形ZN-Jシ リ ーズ （別売） 接続時の異常放電

アラー ム2 ： イオナイザユニッ ト 形ZN-Jシ リ ーズ （別売） 接続時のみ有効

放電針ク リ ーニ ング予告時にアラー ム出力OFF （正常時ON）

DC30V、 50mA以下

出力残電圧 ： 1V以下 （負荷電流10mA）、 2V以下 （負荷電流50mA）

機能 風量5段階切替、 エアパーティ ク ルセ ンサから風量コ ント ロー ル、

フ ィ ルタ 目詰ま り 検知、 イオナイザユニッ ト 接続、 複数台連結 （最大9台）

周囲温度範囲 動作時、 保存時 ： 各0～+40℃ （ただし 、 氷結、 結露し ないこ と ）

周囲湿度範囲 動作時、 保存時 ： 各35～85%RH （ただし 、 結露し ないこ と ）

外装 上面 ： 帯電防止プ ラスチッ ク 、 下面 ： SECC

外形寸法 （mm） 250(W)×250(D)×97.5(H) 410(W)×410(D)×129.5(H)

重量 （梱包状態） 約2kg （約3.3kg） 約5.2kg （約8.6kg）

付属品 取扱説明書、 吹出口取付用パッ キン、 取付用ネジ、

入出力用コ ネク タ （形XW4B-06B1-H1）、 ACアダプタ (*1) 形ZN-2502D/4105Dには

付属し て いません。
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イオナイザユニッ ト

形ZN-J25A

形ZN-J41A

（単位 ： mm）

（単位 ： mm）
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（*1） 測定距離300mm、 エアク リ ーンユニッ ト  形ZN-Aシ リ ーズ使用。

風量最大、 吹き 出し 口中央ダウンフ ロー下にて、 出荷時

帯電プレ ート モニタ （150×150mm、 20pF） が±1000V→±100Vま で減少する時間

温度+18～+28℃、 湿度35～55%RH

ただし 、 測定空間中に溶剤な どからのアウト ガスがあると 性能を満足でき ないこ と があり ま す。

（*2） 測定距離300mm、 エアク リ ーンユニッ ト 　形ZN-Aシ リ ーズ使用。

風量最大、 吹き 出し 口中央ダウンフ ロー下にて、 出荷時

帯電プレ ート モニタ （150×150mm、 20pF） にて10秒間測定

温度+18～+28℃、 湿度35～55%RH

ただし 、 測定空間中に溶剤な どからのアウト ガスがあると 性能を満足でき ないこ と があり ま す。

項目 形ZN-J25A 形ZN-J41A

適用エアク リ ーンユニッ ト 形ZN-A2502 形ZN-A4105

電源電圧 DC24V±10% リ ッ プ ル （p-p） 10%以下

消費電流 300mA max

放電電圧 ±7kV max

放電方式 バリ アブルDC方式

除電時間 （代表例） (*1) 5秒以内

イ オンバラ ンス（ 代表例） (*2) ±30V以下

表示灯 電源 （緑点灯）、 ク リ ーニ ング予告 （橙点滅）、 ク リ ーニ ング警告 （橙点灯）、

高圧異常 （赤点灯）

外部出力 高圧異常出力、

ク リ ーニ ング出力 ： フ ォ ト MOSリ レーによる出力 （DC30V 300mA以下）

機能 マニュ アルイオンバラ ンス調整、 ク リ ーニ ング検知、 高圧異常検知

周囲温度範囲 動作時、 保存時 ： 各0～+40℃ （ただし 、 氷結、 結露し ないこ と ）

周囲湿度範囲 動作時、 保存時 ： 各35～65%RH （ただし 、 結露し ないこ と ）

材質 本体 ： ABS、 放電針 ： タ ングステ ン

外形寸法 （mm） 248(W)×310(D)×45(H) 408(W)×470(D)×45(H)

重量 （梱包状態） 約0.6kg （約1.4kg） 約1.5kg （約2.7kg）

付属品 取扱説明書、

吹出口取付用パッ キン、 取付用ネジ、

エアク リ ーンユニッ ト 接続ケーブル、 英

文警告ラベ ル

取扱説明書、

吹出口取付用パッ キン、 取付用ネジ、

エアク リ ーンユニッ ト 接続ケーブル、 英

文警告ラベ ル
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エアパーティ ク ルセ ンサ

・ セ ンサヘッ ド

　形ZN-PD03

　セ ンサヘッ ド取付金具 （形ZN9-PB1別売） 使用時

（単位 ： mm）

ビニー ル絶縁丸形コ ー ド

φ5.2、 10芯

標準長さ ： 0.5m

空気取込口

排気口 取付穴加工寸法

取付ネジ穴

2-M4 深さ 6 

（単位 ： mm）

取付穴加工寸法

取付板

取付用長穴

6-3.2×6.2

取付ネジ

2-M4×6
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項目 形ZN-PD03

適用アンプ ユニッ ト 形ZN-PDA11/形ZN-PDA12

測定方式 90°側方散乱方式

光源 半導体レーザ

対象粒径区分 0.3μm/0.5μm/1.0μm相当以上

対象清浄度 Class100～100,000相当 （FED-STD-209D）

表示灯 Class100～100,000相当レ ベル表示 （FED-STD-209D）

接続チュ ーブ 内径 ： φ4、 長さ ： 1m以下

周囲温度範囲 動作時 ： 0～+40℃、 保存時 ： -15～+50℃ （ただし 、 氷結、 結露し ないこ と ）

周囲湿度範囲 動作時、 保存時 ： 各35～85%RH （ただし 、 結露し ないこ と ）

耐電圧 AC1,000V 　50/60Hz 　1min

振動 （耐久） 10～55Hz 　複振幅 0.7mm 　X、 Y、 Z各方向 80min

衝撃 （耐久） 150m/s2 　6方向 　各3回 （上下、 左右、 前後）

接続方式 コ ネク タ 中継タ イプ （標準長さ 0.5m）

材質 ABS

重量 （梱包状態） 約300g （約450g）

付属品 取扱説明書、 吸引チュ ーブ （内径 ： φ4mm、 外径 ： φ7mm、 長さ ： 1m）
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・ アンプ ユニッ ト

　形ZN-PDA11

　形ZN-PDA12

（単位 ： mm）

（単位 ： mm）
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（（*1） 判定出力OUT2と リ セッ ト 入力は、 裏面ディ ッ プス イッ チで切替えま す。

項目 形ZN-PDA11 形ZN-PDA12

サンプ リ ング時間 1～599s可変

設定可能平均回数 1/2/4/8/16/32/64回

表示灯 動作表示灯 ： OUT1 （橙色）、 OUT2 （黄

色）、 7セ グデジタ ルメ イン表示 （赤色）、

7セ グデジタ ルサブ表示 （黄色）、

Power （緑色） 　広レ ンジ表示 （緑色） 　

単位選択表示 （緑色）

7セ グデジタ ルメ イン表示 （赤色）、 7セ

グデジタ ルサブ表示 （黄色）、

Power （緑色） 　広レ ンジ表示 （緑色） 　

単位選択表示 （緑色）

判定出力OUT1/OUT2(*1) NPNオープ ンコ レ ク タ 出力 　DC30V 

30mA max 　残留電圧1.2V以下

－

リ セッ ト 入力(*1) ON時 ： 0V短絡または1.5V以下

OFF時 ： 開放

－

機能 計測値表示、 設定値表示、 単位選択、

スケーリ ング、 ピーク ホー ルド、

応差可変、 し き い値選択、

広レ ンジ表示、 キーロッ ク 機能、

ECOモー ド、 表示リ バース、

表示桁数制限、 初期化

計測値表示、 通信状態表示、 単位選択、

スケーリ ング、 エアク リ ーンユニッ ト 自

動制御、 エアク リ ーンユニッ ト 風量変

更、 広レ ンジ表示、 キーロッ ク 機能、

ECOモー ド、 表示リ バース、

表示桁数制限、 初期化

通信機能

（エアク リ ーンユニッ ト 向け）

－ 独自仕様

（RJ-45コ ネク タ 、

スト レート 配線LANケーブル使用）

電源電圧 DC24V±10% リ ッ プ ル （p-p） 10%以下 DC24V±10% リ ッ プ ル （p-p） 10%以下

エアク リ ーンユニッ ト より 供給

消費電流 300mA以下

周囲温度範囲 動作時 ： 0～+40℃、 保存時 ： -15～+50℃ （ただし 、 氷結、 結露し ないこ と ）

周囲湿度範囲 動作時、 保存時 ： 各35～85%RH （ただし 、 結露し ないこ と ）

絶縁抵抗 20MΩ （DC500Vメ ガにて）

耐電圧 AC1,000V 　50/60Hz 　1min

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅 0.7mm） X、 Y、 Z各方向 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　6方向 　各3回 （上下、 左右、 前後）

接続方式 ケーブル引き 出し タ イプ

（標準コ ー ド長2m）

コ ネク タ 中継タ イプ （標準コ ー ド長2m）

材質 ケース ： ポリ ブチレ ンテレ フ タ レート 、 カバー ： ポリ カーボネート

重量 （梱包状態） 約180g （約350g）

付属品 取扱説明書
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■ 入出力段回路図
NPNタ イプ （形ZN-PDA11）

■ 外部入出力

・ 破損の恐れがあり ま すので、 配線は正し く 行っ てく ださ い。

・ 白線の機能は裏面にある切替ス イッ チで切替可能で す。

(1)電源端子で す。 DC24Vの電源を接続し ま す。

(2)電源0V端子で す。 NPNタ イプの場合は、 リ ニ ア出力以外の入出力のコ モン端子に

なり ま す。

(3) 「測定値≧警告し き い値」 のと き ONし ま す。

　 OUT1表示灯の点灯と 同じ動作で す。

(4) 「測定値≧注意し き い値」 のと き ONし ま す。

　 OUT2表示灯の点灯と 同じ動作で す。

(5)各出力を リ セッ ト する入力で す。 こ の入力がONのと き は、 内部演算を中断し 、 判定

出力は強制的にOFF になり ま す。 ピーク ホー ルド値を ク リ アするためにも 使用でき

ま す。

 

{

(1) DC24V

(2) GND (0V)

(3) 警告判定出力

(4) 注意判定出力

(5) リ セッ ト 入力
61
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・ 演算ユニッ ト

　形ZX-CAL2

項目 形ZX-CAL2

適用アンプ ユニッ ト 形ZN-PDシ リ ーズ、 形ZXシ リ ーズ、 形ZJ-SDシ リ ーズ

消費電流 12mA以下 （アンプ ユニッ ト から供給）

周囲温度範囲 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃ （ただし 、 氷結、 結露し ないこ と ）

周囲湿度範囲 動作時、 保存時 ： 各35～85%RH （ただし 、 結露し ないこ と ）

接続方式 コ ネク タ

耐電圧 AC1,000V 　50/60Hz 　1min

絶縁抵抗 100MΩ （DC500Vメ ガにて）

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅 0.7mm） X、 Y、 Z各方向 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　6方向 　各3回 （上下、 左右、 前後）

材質 表示部 ： アク リ ル　ケース ： ABS樹脂

重量 （梱包状態） 約50g

（単位 ： mm）
ZN
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ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム用 インタ ーフ ェ ースユニッ ト

形ZN-SF11

形ZN-SF12

（単位 ： mm）

（単位 ： mm）
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■ コ ネク タ のピ ン配置と パソ コ ンと の接続例

形ZN-SF11/SF12と パソ コ ンを

D-sub 9ピ ン （メ ス-メ ス）

のク ロスケーブルで接続

し ま す。

パソ コ ン側 （PC/AT互換機）形ZN-SF11/SF12側

＊ピ ン No. は接続する外部装置の種類や

機種によっ て異な る場合があり ま す。

お手持 ち の プ ロ グ ラ マ ブ ルコ ン ト

ロー ラ やパソ コ ンの取扱説明書を 確

認し てく ださ い。

ピ ンNo. 名称 ピ ンNo. 名称
ZN
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ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム

項目 形ZN-SFW11 形ZN-SFW12

電源電圧 形ZN-PDAから供給

消費電流 電源電圧24V時、 消費電流45mA以下

（アンプ ユニッ ト の消費電流、 出力電流は除く ）

接続アンプ ユニッ ト 形式 形ZXシ リ ーズ、 形ZJ-SDシ リ ーズ、 形ZN-PDシ リ ーズ

接続アンプ ユニッ ト

バージョ ン

形ZX-LDA□□-N 　v1,000以上

形ZX-EDA□□    　v1,300以上

形ZX-TDA□□    　v1,100以上

形ZJ-SDA□□    　v1,000以上

形ZN-PDA□□    　v1,000以上

アンプ ユニッ ト 接続可能台数 10台 （形ZN-PDA使用時）

表示灯 電源 　 　 　 　 　 　 　 ： 緑

セ ンサ通信中 　 　 　 ： 緑

セ ンサ通信エラー 　 ： 赤

外部端末通信 　 　 　 ： 緑

外部端子通信エラー ： 赤

電源 （POWER ： 緑）

シ リ アル通信中 （STA1 ： 緑）

ク リ ーン度オーバ （OPE1 ： 橙）

ク リ ーン度正常 （OPE2 ： 緑）

機能 － エアク リ ーンユニッ ト 自動制御

（複数台シ ステ ム制御）、

エアク リ ーンユニッ ト 風量変更

通信機能 通信ポート RS-232Cポート （D-SUB9ピ ンコ ネク タ ）

通信プロト コ ル CompoWay/F

通信速度 38400bps

データ 構成 データ ビッ ト 8、 パリ ティ なし 、 スタ ート ビッ ト 1、 スト ッ プ ビッ ト 1、

フ ロー制御なし

外部機器2向け － 独自仕様 （RJ-45コ ネク タ 、 スト レート

配線LANケーブル使用）

周囲温度範囲 動作時 ： 0～+40℃、 保存時 ： -15～+50℃ （ただし 、 氷結、 結露し ないこ と ）

周囲湿度範囲 使用時、 保存時 ： 各35～85%RH （ただし 、 結露し ないこ と ）

絶縁抵抗 20MΩ以上 （DC500Vメ ガにて）

耐電圧 AC1,000V 　50/60Hz 　1min

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅 0.7mm） X、 Y、 Z各方向 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　6方向 　各3回 （上下、 左右、 前後）

接続方式 － コ ネク タ ケーブル引き 出し タ イプ

（標準コ ー ド2m）

材質 ケース ： ポリ ブチレ ンテレ フ タ レート 、 カバー ： ポリ カーボネート

重量 （梱包状態） 約100g （約480g） 約200g （約550g）

付属品 CD-ROM （リ アルタ イ ム・ ク リ ーン エアモニタ ）、 取扱説明書、

ク ラ ンプ （2個）
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商品一覧

■ エアク リ ーンユニッ ト

 　本体

複数のエアク リ ーンユニッ ト を接続し てシ ステ ムを構築する場合は、 市販のLANケーブ ル （スト

レ ート タ イプ ： カ テ ゴリ 5E以上） を使用し てく ださ い。

 　 アク セサリ

■ イオナイザユニッ ト

 　本体

 　 アク セサリ

種類 形式 備考

□250mm 形ZN-A2502

形ZN-A2502D ACアダプタ なし

□410mm 形ZN-A4105

形ZN-A4105D ACアダプタ なし

種類 形式 備考

交換HEPAフ ィ ルタ 形ZN9-AHP25 1個 （□250mm用）

形ZN9-AHP41 1個 （□410mm用）

交換プレ フ ィ ルタ 形ZN9-APF25 2個 （□250mm用）

形ZN9-APF41 1個 （□410mm用）

種類 形式 備考

□250mm 形ZN-J25A エアク リ ーンユニッ ト （形ZN-A2502） と セッ ト で使用す

る場合

□410mm 形ZN-J41A エアク リ ーンユニッ ト （形ZN-A4105） と セッ ト で使用す

る場合

種類 形式 備考

交換針 形ZN9-JH04 4本 （針ホ ルダ付き ）

片側コ ネク タ コ ー ド2m 形ZN-JC02 1本 （DC電源、 入出力接続用）
ZN
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■ エアパーティ ク ルセ ンサ

 　本体

 　 アク セサリ

■ ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム

種類 形式 備考

セ ンサヘッ ド 形ZN-PD03

アンプ ユニッ ト 形ZN-PDA11 ケーブ ルタ イプ2m

形ZN-PDA12 コ ネク タ タ イプ2m

種類 形式 備考

演算ユニッ ト 形ZX-CAL2

両側コ ネク タ コ ー ド1m 形ZX-XC1A 1本 （セ ンサヘッ ド－アンプ ユニッ ト 間延長用）

両側コ ネク タ コ ー ド4m 形ZX-XC4A 1本 （セ ンサヘッ ド－アンプ ユニッ ト 間延長用）

両側コ ネク タ コ ー ド8m 形ZX-XC8A 1本 （セ ンサヘッ ド－アンプ ユニッ ト 間延長用）

（セ ンサヘッ ド）

交換フ ィ ルタ セッ ト

形ZN9-PF1 1個

ク リ ーニ ング用フ ィ ルタ 形ZN9-PC1 1個

セ ンサヘッ ド取付け金具 形ZN9-PB1 1本

種類 形式 備考

インタ ーフ ェ ースユニッ

ト （形ZN-SF11）、 リ アル

タ イ ム・ ク リ ーン エアモ

ニタ のセッ ト

形ZN-SFW11 パソ コ ンと RS-232C接続のみ

インタ ーフ ェ ースユニッ

ト （形ZN-SF12）、 リ アル

タ イ ム・ ク リ ーン エアモ

ニタ のセッ ト

形ZN-SFW12 パソ コ ンと RS-232C接続、

エアク リ ーンユニッ ト フ ィ ー ドバッ ク 接続用
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エラーメ ッ セージ 52
外形寸法図 63
コ ネク タ ピ ン配置 64
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仕様 54
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か

外形寸法図
イオナイザユニッ ト 55
インタ ーフ ェ ースユニッ ト 63
エアク リ ーンユニッ ト 53
エアパーティ ク ルセ ンサ 57, 59
演算ユニッ ト 62

き
急速フ ィ ー ドバッ ク 20, 38

く
ク リ ーニ ング警告灯 49
ク リ ーニ ング予告灯 49
ク リ ーン度 45
ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム

2, 15
仕様 65
商品一覧 67

さ

し
シ ステ ムアッ プのながれ 14
仕様 53

イオナイザユニッ ト 56
エアク リ ーンユニッ ト 54
エアパーティ ク ルセ ンサ 58, 60
演算ユニッ ト 62
ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ム 65

除電と 除塵 6, 10

せ
静電気セ ンサ 6, 10
専用モニタ リ ングソ フト

アン インスト ー ル 16
インスト ー ル 16
起動 17
終了 17
動作環境 15
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マニュ アル改訂履歴

マニュ アル改訂履歴

マニュ アル改訂記号と 増刷記号は、 表紙と 裏表紙の下に記載さ れて いるカ タ ロ グ番号の末尾

に付記さ れま す。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2006年8月 初版

B ① 2006年10月 外形図修正 ： ZN-J41/J41A、 ZN-P、 ZN-S

重量修正 ： ZN-J41

誤記訂正

C ① 2007年6月 ク リ ーン モニタ リ ングシ ステ ムのソ フト ウェ アバージョ ン アッ

プに伴 うメ ニュ ー追加

誤記訂正

C ③ 2009年5月 軽微修正

D ① 2012年2月 機種統合による形式削除 ： ZN-J25/J41

E ① 2019年11月 P15 Windows OS記載変更

F ① 2025年6月 P15 動作環境について 削除

737F 1
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